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令和４年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

■ 結果のポイント
学習指導要領の内容 県 全国平均

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 70.0 69.0

(2) 情報の扱い方に関する事項 対象問題数０のため数値なし

(3) 我が国の言語文化に関する事項 83.1 77.9

Ａ 話すこと・聞くこと 65.3 66.2 
Ｂ 書くこと 49.1 48.5 
Ｃ 読むこと 65.1 66.6 

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○全国平均並みである。

○「言葉の特徴や使い方に関する事項」「我が国の言語文化に関
する事項」「書くこと」で、全国平均を上回る。

▲「話すこと・聞くこと」「読むこと」で、全国平均を下回る。

４ 正答数度数分布

小学校国語

○低学力層の児童の割合（正答率20％以下）
が全国平均より少ない。
▲正答数が全国平均以上（9問以上）の児童
は62.9％であり、全国値63.0％を下回る。

Ｒ４

３ 観点別の結果

○「知識・技能」の観点は全国平均を上回る。

▲「思考・判断・表現」の観点は全国平均を下
回る。

観 点 県 全国平均

知識・技能 72.2 70.5 

思考・判断・表現 61.2 62.0 



令和４年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

□ 課題が見られた問題と指導の改善
正答率が低かった問題

指導の改善
【学習指導のポイント】

指導に当たっては、①話合いを始める際に話合いの目的や方
向性を検討すること ②話合いの展開や内容を踏まえて互いの
意見を整理すること ③様々な視点から検討して自分の考えをま
とめることなどが重要である。

〔指導例〕教師が作成したモデル文を教材として、考えのまとめ方
を理解させる。

小学校国語

大問１ 設問四 【平均正答率大分県４５．８％ 全国４７．７％】

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分
の考えをまとめることができるかどうかをみる問題。

【話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

岡さんのグループで
は、学校近くの公園をき
れいにしてたくさんの人
に気持ちよく使ってもらう
ためのアイデアを出し
合っている。

【話し合いの様子の一部】を
読み、自分が「岡さん」ならど
のように話すかを考え、条件
に従って書く。

＜条件＞
○「ごみ拾い」か「花植え」か
のどちらかを選び（立場を
明確にする）、その問題点
の解決方法を考えて書く。

○【話し合いの様子の一部】
から言葉や文を取り上げ
て書く。

○50字以上80字以内で書く。

調査結果から見える児童の実態
〔誤答例〕※反応率が最も高かったもの

・公園に花を植えたらいいと思います。理由は、公園をはなやか
にすれば、みんなも花から元気をもらえるからです。

▲【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げているが、
選んだアイデアの問題点に対する解決方法を書いていない。

↓

この設問では、岡さんが「取り組みやすいという理由で」と既に
述べているため、改めて理由を述べる必要はない。このような解
答から、以下のような児童の実態が考えられる。
○問題点を捉えることはできたが、それを踏まえた自分の考え
をまとめることができなかった
○話し合いの目的を意識しておらず「意見を言った後に理由を
言う」という学習経験をもとに解答してしまった

＜話し合いの展開を踏まえていないモデル文＞

みなさんのアイデアや〈メモ〉から、取り組みやすいという理由で、私
は、公園に花を植えたら良いと思います。例えばチューリップや朝顔
がきれいだから良いと思います。 （▲問題点に触れていない）


